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床固工群の整備促進 
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●安全な地域づくり 

 ・近年大きな災害を受けた地域における治水事業の重点実施 

 

事業の概要 

別当出合地点は、手取川本川の柳谷
やなぎだに

、右支渓別当
べっとう

谷
だに

、左支渓赤谷
あかだに

の合流点に位置し、土砂

流出に伴う急激な河床上昇等、河床変動の激しい区間となっています。 

平成 16 年 5 月 7 日に別当谷で発生した土石流により別当谷に架かる登山用吊橋の流失とと

もに別当出合でも急激に河床が上昇し、登山者用駐車場に多くの土砂が堆積して多くの登山者

に影響を与えました。 

別当出合床固工群は河床を安定させ、別当谷，柳谷及び赤谷からの流出する土砂をスムーズ

に流下させるとともに渓岸侵食の防止を図ることにより、登山者・登山道の安全確保、登山基

地である別当出合登山センターやアクセスルートである県道白山公園線の安全性の向上と自

然豊かな渓流環境を創出します。 
整備効果 
別当出合床固工群の完成により、土石流等の土砂災害に対して登山者・登山道の安全確保、

登山基地である別当出合登山センターやアクセスルートである県道白山公園線の安全度が向

上されます。 
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平成 20 年度の事業内容 
 近年の度重なる土石流発生による土砂災害に対する安全度の向上を図るため、事業（別当出

合床固工群）の早期完成に向け細谷第３号床固工の整備を促進します。 
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